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埼玉県地方産業教育審議会

建議 「本県における商業教育の在り方について～新しい時代のニーズ
に応えるビジネス教育を目指して～（令和３年３月）」

２

・・・を受けて

埼玉県商業教育研究会

「将来構想検討委員会報告書」（令和３年３月）

本題に入る前に



提言１と、それに対する浦商の取組

「目指す学校像」を見直すととともに、入学から卒業まで一貫性があり組織が一体
となった教育活動を展開するための「スクール・ポリシー」を策定する。

【浦商ポイント✌】
スクール・ポリシーや目指
す学校像、重点目標のより
高い実現

↓

様々な下位目標や下位計画
につながりをもってブレー
クダウン

「学校自己評価システムシ
ート」で、年３回効果検証

３



１ マーケティング分野の強化

商業科における「マーケティング」の必履修化
※ 情報処理科については、ＩＴパスポート試験などの学び通じて、

マーケティング分野の学びを補完する。

２ マネジメント分野の強化

（１）商業科における「ビジネス法規」の必履修化
（２）商業科・情報処理科における「ビジネス・マネジメント」の選択
履修化

（３）商業科における「グローバル経済」の選択履修化

【浦商ポイント✌ 】

商業科目の体系的・系統
的な学び

↓

商業の知の体系化により、
ビジネス論理力（※）を
高める。

※ビジネスに関する自分の考え
を、筋道立ててわかりやすく
表現する力

４提言２と、それに対する浦商の取組

実践的カリキュラムを編成するため、小学科の特徴を踏まえながらも、マーケティ
ング分野やマネジメント分野を含めた４分野をバランスよく系統的に学べる教育課
程を編成する。



１ 探究基礎力の養成 ～思考ツールやＩＣＴの活用～

「ビジネス基礎」（１年次）や「マーケティング」（第
２年次）などにおいて、「主体的・対話的で深い学び」を
進めるとともに、探究活動の４ステップ（❶課題の設定、
❷情報の収集、❸整理・分析、❹まとめ・表現）を実践す
る場面を設ける。

２ 探究応用力の発揮 ～本格的な探究活動の推進～

カリキュラム・マネジメントの中核である「総合的な探
究の時間」の代替えである「課題研究」（３年次）で本格
的な探究活動を進める。

【浦商ポイント✌ 】

１・２年次：
探究活動の基礎体力づ
くりやキャッチボール、
トスバッティングなど

↓
３年次：
探究活動の試合

５提言３と、それに対する浦商の取組

知識・技術の習得に加えて、地域社会と連携した実践的なビジネス教育の推進やＩＣ
Ｔ環境整備等の充実を実現するなどの実践的で特色あるビジネス教育を推進する。



１ 学校自己評価システムシートへの表記
～目標の共有化と連鎖を図る～

・知識・技能の習得と探究的な学びの推進について、年３回の
評価・改善を行う。

２ カリキュラム・マネジメントに生徒を巻き込む
～子どものカリマネの推進～

・評価・改善に、学びの主体である生徒を巻き込む。

【浦商ポイント✌ 】

〇学習する学校（ピー
ター．Ｍ．センゲ
2014,学習する学
校）

〇子どものカリマネ
（田村2013,学校改
革を果たした２つの
学校の事例）

６提言４と、それに対する浦商の取組

商業高校の適正配置等の実現に向けて、自校の在り方・目指す方向
性を明確にする特色ある商業高校づくりを推進する。



７「提言３」について（１）
知識・技術の習得に加えて、地域社会と連携した実践的なビジネス教育の推進やＩＣ
Ｔ環境整備等の充実を実現するなどの実践的で特色あるビジネス教育を推進する。

埼玉県教育委員会が県立学校に導入してい
るGoogle Workspace for Educationのグル
ープウエア・アプリGoogle Classroomをプラ

ットフォームにして、全県的に探究学習に向け
た学習教材を提供・共有・活用

やっと本題・・・



８

教材開発委員（１１名）が、教科書にマッ
チした学習教材を提供するため、教科
書会社ごとに学習教材を開発した。令
和３年度は４年度向けに「ビジネス基
礎」、を開発。令和４年度は５年度向け
に「マーケティング」「ビジネスマネジメン
ト」を開発中。



９

〇 思考ツールとしては「Ｒ８０（アール・エイ
ティ）」を使用する。接続詞で２文をつなぐこ
とで、論理的な思考や表現が身に付く。
〇 作成した「Ｒ８０」は、Google Classroom

（グループウエア）の「課題」機能を利用して、
提出させる。（個別最適な学び）
〇 議論させる場合は、Google Jamboard

（デジタル模造紙）を用いてグループワーク
を行う。（協働的な学び）

本格的な探究活動前の基礎体力・技術の育成



８

アンケート集計アプリ「Ｍｅｎｔｉｍｅｔｅｒ」を使用（ｎ＝５４０）

令和４年度第１学期終業式「校長講話」の中で実施

現在の学びに求められてい
る「問いを立てる」教育

課題の設定（２２４） 情報の収集（６８）
整理・分析（１３２）

まとめ・表現
（１１６）
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1１「提言３」について（２）
知識・技術の習得に加えて、地域社会と連携した実践的なビジネス教育の推進やＩＣ
Ｔ環境整備等の充実を実現するなどの実践的で特色あるビジネス教育を推進する。

１ これまで（令和２・３年度）のリテールマーケティング・コンテスト（リテコ
ン）＠産業教育フェア

→ 一部の商業高校・商業科教員・商業高校生の取組であった。

※リテコン 日本大学商学部の岸本ゼミが主宰する、高校生向けのマーケティングのクイ
ズ大会。知識を問う早押し問題に加えて、思考力・判断力・表現力や主体的
に多様な人々と協働する力を養うケース問題やチーム問題も出題される。

２ リテコンを活用した商業教育モデルへの発展の可能性

→ 多くの商業高校や商業科教員、商業を学ぶ生徒を巻き込んでいく仕組
や仕掛けが必要

⇒ 「マーケティング」の授業の中で、学習教材として使えるコンテンツ
の提供が必要



1２

Google Classroom内に、トピック「リテコン広場」を開設し、日本大学生が開発し
たリテコン過去問題や教科書準拠問題を掲載し、全県的に提供・共有・実践

〇現在、日大生が鋭意開発中！！

〇この教材を活用すれば、学校内で予選を行
い、代表生徒をリテコンへ送り出せる。

ＩＣＴを活用すれば、個別最適な学びが全県
的な協働的な学びと接続・融合する！



アンケート集計アプリ「Ｍｅｎｔｉｍｅｔｅｒ」を使用（ｎ＝６２８）

令和４年度第１学期終業式「校長講話」の中で実施 ７

納得解を導くには、相手の話を
整理して理解し、自分の考えを
筋道立てて説明する力が必
要！！

かなり多い
（３７）

やや多い
（７４）

どちらとも言え
ない（１６７）

やや少ない（２７９）

かなり少ない
（７１）

1３
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